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新年度に当たっての抱負

今年度の RI 会長ウィリアム・ビル・ボイド氏は、2006年度の国際協議会閉会の

辞で次のように述べられました。

1年間はあっという間に過ぎます。終わった後に自分が何かできたかを反省する日

はすぐにやってくるでしょう。

皆さんがやるべき事は、言葉ではなく、行動によって人々を導くことです。

その基本はクラブの充実に向けて率先することに他なりません。クラブが充実す

ることで新会員は増強し、現会員の退会防止につながります。

地域社会の人々の目に映るロータリアンが誰しも、誠実且つ寛大で、礼儀正しく、

品格を備えた人物であるように常に心を配り「率先」してください。

ロータリー財団がなければ、現在私たちの知るロータリーは決して存在していな

かったでしょう。ロータリー財団にも、率先して惜しみない寄付をしてください。

このメッセージを皆さんのクラブに伝えてください。

ロータリーにおいて指導者 ( リーダー ) とは、他人に意志を押しつけることを意味

しません。

クラブを側から支え、成功の喜びを共に分かち合い、失敗から学ぶことに力を貸

すことです。

人々のニーズを捉える力がロータリアンとして極めて重要な資質です。

地域の低所得地区の小学校に援助をさしのべる計画をしました。校長先生と話をす

る中で、教科書や教材の提供などよりも、この地区の特殊環境の中では、教材の盗難

が頻発しており、学校の運営に必要な予算編成や計画を手伝ってくれる人材の欠如が

指摘されました。その地区のロータリアンは、早速警備に詳しい会員を派遣し、わず

か1日でおよそ138ドルの金額で盗難に対する対策をとることに成功し、会計士の会

員を運営の相談に派遣することで学校の本来の教育を遂行する基盤を造りました。

教材やコンピューターを寄贈しただけであればおそらく1週間のうちにこれらのも

のはすべて盗難に遭っていたでしょう。

このような、ニーズを捉える力がロータリアンには必要です。

良いことだけを行い、それを楽しみましょう。と閉会の辞を結ばれました。

この言葉が今年度のテーマ「率先しよう」の意味を表しています。

結果を議論することも勿論大切なことですが、行動を起こさなくては意味があり

ません。失敗をおそれず、自らが率先しなければなりません。

模範とならずとも反面教師でもかまいません。自分が行動を起こすことによって

必ずロータリーは活性化することでしょう。

その意気込みを持って、今年1年間全力投球する覚悟でございます。

皆様の絶大なご理解とご協力をお願いしなければなりません。

共に、ロータリーライフを楽しみましょう。よろしくお願い申し上げます。

国際ロータリー第2510地区ガバナー

丸山　淳士
（札幌真駒内 RC）

略　歴

生年月日（西暦）：1938年3月26日
勤務先名・役職名：医療法人社団　五輪
橋産科婦人科小児科病院・名誉理事長
職業分類：産婦人科医

ロータリー歴

（西暦）1995年札幌真駒内 RC入会

その他のロータリー歴

地区広報委員長、地区ガバナー補佐、
PHF、米山功労者
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国際ロータリー第2510地区

2006-2007年度　地区の目標

１．「1クラブ1名の純増を目指そう」

・会員の増加はより大きな奉仕の機会を増やします。

２．「毎年あなたも100ドルを」

・昨年度に続き毎年100ドルのロータリー財団への寄付を定着させましょう。

・米山記念奨学会寄付に、進んで参加しましょう。

３．「ＲＩテーマ “率先しよう”」の実践

・良いことはすぐに行動しましょう。

４．「ロータリアン自身が広報マン」

・ロータリーを楽しみましょう。

・笑顔の活動は何よりも優れた広報です。

５．「ロータリー家族」

・家族の協力なしにロータリー活動は実践できません。

・奉仕活動や親睦活動に積極的に家族の参加をすすめましょう。
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親愛なるロータリアンの皆さん

ロータリーは、個々の部分の集まりである以上の存在です。クラブや地区の活動、

奨学金や交換活動、大規模で多様な人道的プロジェクトなど、ロータリーのすべての

プログラムは、それぞれ目的を異にしています。世界中のどの2つのクラブをとっても

同じではなく、このような多様性こそが私たちの強みとなっているのです。

世界中のどこにでも、より良い未来を築くことが可能だということ、そして、寛容

の精神、違いに対する容認、高い倫理的価値は、成功への障壁ではなく、むしろ成功

へ至る道なのだということを、私たちは共に世界に示していきます。

倫理的課題が山積みとなっている今日の世界においては、平和の構築にとって、国

家間の協力と違いに対する容認が不可欠です。そんな中にあり、ロータリーは、人々

が切に必要としている決然とした高潔さ、国際的な協力、ボランティア精神の模範を

示しています。

2006-07ロータリー年度の私のテーマ、「率先しよう」は、ロータリアンが世界を変

える力を持っているという私の信念を表しています。親睦と奉仕を通じて明るい未来

をもたらすために、120万人のロータリアンが力を合わせて率先していくのです。

今日の世界は、スターではなく、真の英雄を必要としています。ロータリーにいる

私たちは皆、多忙な日々を送りながらも、ベストを尽くそうとする、普通の人々です。

私たちは、幾千にも異なる方法で、世界をより良く、より健全かつ安全にするために黙々

と活動しています。私たちロータリアンは、奉仕を選ぶ際に、感情のなすがままでは

なく、実用と必要性に基づいて立ち上がらなければならないと、私は強く信じています。

真のニーズが何であるかを見極め、柔軟で協力的な姿勢で活動に臨まなければなりま

せん。ロータリーの奉仕は一方通行であってはなりません。すべてのプロジェクトは、

私たちが援助する人々と協同して行わなければならないのです。

世界中には、数え切れないほどの途方もなく大きなニーズが存在します。ロータリ

アンとしてそれらすべてを満たしたいと思うのは当然のことですが、同時に私たちは

実用性を重んじ、最も必要とされているところに努力を注いでいかなければならない

ことを心得ています。このことを踏まえて、私は、水保全、識字率向上、保健および飢餓、

ロータリー家族を、2006-07年度の強調事項として選びました。

ロータリーの外では、発展途上地域で清潔で安全な飲み水が不足しているという事

実に対する認識があまりに低いのが現状です。もし自然災害が1日に6千人の5歳以下の

子供の命を奪ったとしたら、それは新聞の一面記事となるでしょう。しかし、水系伝

染病によって、毎日、6千人の子供が命を失っている事実を知る人は少ないのです。こ

のような問題は、地元での小規模なプロジェクトを通じて、非常に効果的に取り組む

ことができますし、長年にわたってロータリーのプロジェクトが取り上げ、成果を収

めてきました。私は、ロータリー世界各地のクラブや地区に、この活動を引き続き展

開し、必要とされている場所ならどこででも、一つ一つの地域社会に、清潔な飲み水

をもたらすために活動していただけるよう奨励いたします。

本好きな家庭に生まれ育った私にとって、識字能力は大変重要であり、識字能力が

社会にもたらす恩恵は測り知れないほど大きなものであると考えています。識字能力

は、国家における民主主義、安定、繁栄の必要条件です。それは、貧困の輪から抜け

出す可能性、そして次世代により良い生活をもたらす可能性を秘めています。識字率

向上は、多くのRI会長の優先事項となってきましたし、今後もそうあり続けなければ

なりません。

保健および飢餓は、ロータリー・クラブが地元で行っている活動の多くで取り上げら

2006-07年度 RI 会長
ニュージーランド、オークランド市、
ホーウィック

ウィリアム B. ボイド

略　歴

2005-06年度国際ロータリー会長エレクト
1999-2000年度国際ロータリー財務長
1998-2000年度国際ロータリー理事
1983-84年度地区ガバナー

ウィリアム（ビル）・ボイド氏は、ゼネ
ラル・マネジャーを務めたニュージーラ
ンドの最大手雑誌配給会社、ゴードン・
アンド・ゴッチ・マガジン社を1995年
に退職しました。ボイド氏は現在、New 
Zealand’ s Trees for Survival Trust お よ
び June Gray Trust の理事、ならびに全
国腎臓財団および知的障害者協会の RI 代
表を務めています。また氏は、長老教会
の経験豊かな青少年指導者およびボーイ
スカウト公認指導者を務める他、31年間
ラグビーの審判としても活躍してきまし
た。また、ロータリー地域雑誌「ロータ
リー・ダウン・アンダー」委員会委員長と
して奉仕しました。

1971年来のロータリアンであるボイド
氏は、現在パクランガ・ロータリー・ク
ラブの会員です。国際ロータリーでは、
地区ガバナー、研修リーダー、国際協議
会モデレーター、委員会委員および委員
長（ニュージーランド・ポリオ・プラス
委員会副委員長を含む）、ポリオ・プラ
ス・パートナー副コーディネーター補佐、
実行グループのゼネラル・コーディネー
ター補佐、ロータリー情報顧問、ロータ
リー財団地域コーディネーター、RI 理事
および財務長を歴任しました。会長エレ
クトは、ロータリー財団功労表彰状およ
び特別功労賞の受賞者でもあります。氏
はまた、「ロータリー・ダウン・アンダー」
から功労賞を授与されました。

ボイド氏と夫人のローナさんは、現在
ニュージーランド、オークランド市のホー
ウィックに在住しており、お二人の間に
は2人の息子さんと2人の娘さん、そして
10人のお孫さんがいます。
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れている問題です。これらのプロジェクトはロータリーの奉

仕の中核であり、ポリオ・プラスという素晴らしい業績を生

み出しました。私たちは、ポリオの撲滅が実現するまでこの

活動を続け、また、ロータリーの名を世界中に知らしめてい

る数多くの多様な保健プロジェクトや飢餓救済プロジェクト

を今後も実施していかなくてはなりません。

私は、今年度、再びロータリー家族を取り上げ、ロータリー

家族のすべての人々に等しく思いやりの心を持つことを強調

したいと思います。ロータリーの将来を健全に保つためには、

青少年交換、インターアクト、ローターアクトといった青少

年プログラムが不可欠です。これらのプログラムは、次世代に、

誠実さ、寛容、無我の精神を育み、ロータリーの活動を助長

するものです。ロータリー家族とその配偶者を思い遣ること

で、ロータリーの結束力は一層強まります。

2006-07年度、ロータリーが各個人にもたらすことのでき

る可能性、そして各個人がロータリーにもたらすことのでき

る可能性を中心に取り組まれるよう、世界中のロータリアン

にお願いしていく所存です。共に協力し、さらなる成功へ向

けて「率先しよう」ではありませんか。また、引き続き真のニー

ズを特定し、地域社会や諸団体と協力しながら、これらのニー

ズが理想主義や夢想ではなく着実な努力と確かな知識に基づ

いた、実用的かつ持続可能な方法で取り組まれることをこの

目で確かめていこうではありませんか。

私たちロータリアンは、より良い世界を夢見るだけでは十

分でないことを知っています。より良い世界は、慎重な計画、

誠実な協力、ひたむきな努力によってのみ実現するのです。

私たちロータリアンは、実現をただ待ち望むだけではあり

ません。共に、「率先しよう」のテーマを実践していきましょう。

ロータリーは、人々が切に必要とし
ている決然とした高潔さ、国際的な
協力、ボランティア精神の模範を示
しています。

2006-07年度会長賞

クラブ会長各位
ロータリーに入会する理由はさまざまです。しかし、ロー

タリーにとどまり、活躍しているロータリアンのほとんどは、

親睦と奉仕の機会を求めてクラブに来る人たちです。

2006-07年度、私は、共に協力し、親睦と奉仕が真に世界

を変えることができることを人々に示していくようロータリ

アンの皆さんにお願いしたいと思います。誠実さが失われて

ゆく危機感を抱かずにはいられないこの時代においては、ロー

タリーの光を投げかけることがことさら重要です。私たちは

「超我の奉仕」をただ掲げるだけでなく、常に誇りをもって、

生活の隅々でそれを実践しなければなりません。ロータリー

の理想に従うことで、私たちは地域社会をより一層充実させ、

より良い未来へ向けて「率先」していくのです。

ロータリー・クラブがなければ、ロータリーは存在しませ

ん。クラブこそが、ロータリーの最も重要な仕事の担い手な

のです。この会長賞は、数多くのクラブの業績を表彰するた

めの方法の一つです。すべてのクラブ会員が積極的にクラブ

のプロジェクトに参加するならば、クラブはより充実し、効

果的となり、成長し繁栄する可能性も高まります。2006-07

年度、地域社会への奉仕、クラブ・プログラムの立案、奉仕

プロジェクトでの活動、世界ネットワーク活動グループへの

入会など、積極的に活動に参加するようクラブの各会員に求

めてください。

クラブ、職業、地域社会、そしてこの世界にとって重要で

あると思われるプロジェクトや活動に取り組むことによって、

「率先しよう」のテーマを実践されるよう、皆さんとクラブ

に奨励いたします。会長賞の資格として、私は、クラブが会

員増強目標を達成し、会長賞パンフレットに挙げられている

5分野のうち4分野からそれぞれ一つの活動を遂行されるよう

お願いします。プロジェクトを決める前に、どのような人々

を援助するのかをよく考慮した上で、できる限りそれらの人々

に意思決定のプロセスに関与してもらうようにしてください。

クラブがこれらの活動を果たされたならば、申込書に記入

し、2007年4月1日までに地区ガバナーに提出してください。

その後、ガバナーが、申請書を提出したクラブのリストを

2007年4月15日までにRIに送付することになります。

クラブが取り組む活動を選定するにあたっては、実用性を

重視し、野心の広さよりも着実な計画がプロジェクトの成功

を左右するという点を銘記されるようお願いいたします。引

き続き真のニーズを見極めながら、これらのニーズに対し、

理想主義や夢想ではなく着実な努力と確かな知識に基づいた、

公明正大で協力的かつ持続可能な方法で取り組んでください。

より良い未来へ向けて「率先しよう」を実践される方々を

表彰するにあたり、皆さんのクラブに2006-07年度会長賞を

贈ることができますことを心より楽しみにしております。

心を込めて

 ビル・ボイド

2006-07年度 国際ロータリー会長
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会員目標（必須）
2007年4月1日までに会員1名の純増を達成するために、会員勧
誘計画を立て実施する。

会員増強
◆少なくとも1名のロータリー財団学友に対し、クラブに入会
するよう勧誘する。

◆会員の多様性を奨励し、均整の取れた会員基盤を推進する。クラ
ブに現在会員のいない属性のグループから新会員を入会させる。

◆新ロータリー・クラブのスポンサーとなる。
◆新会員をクラブに入会させた個人に表彰状を贈るなど、認証
方法を考案する。

クラブ奉仕
◆今年度に、クラブの全ロータリアンがクラブの活動に積極的
に参加するよう、一人一人に呼びかける。プロジェクト委員
会の委員を務めたりクラブ奉仕の一部を担当するなど、参加
の形は問わない。

◆クラブのロータリアンで広範囲にわたるさまざまなクラブ・
プロジェクトやプログラムに積極的に参加した人を、四大奉
仕部門功労者として表彰する。

◆今後3年から5年の長期目標について話し合うため、次期役員
も含めたクラブの指導者を集めて会合を開く。

◆ポリオ・プラスにクラブから寄付を行う。
◆クラブ奉仕を支援する新しいプロジェクトを立案し、着手する。
◆少なくとも5回、配偶者や子供をクラブ例会やクラブの行事
に同伴するよう呼びかける。

◆奉仕や親睦活動を通して、会員の家族でロータリアンではな
い人 （々配偶者、成人した子供、物故会員の配偶者など）をロー
タリー家族に迎え入れ、参加してもらう。

◆家族月間（12月）中、ロータリアンの家族、および彼らの支
援がクラブの成功にとっていかに大切であるかを認め、感謝
の意を表明する。

◆ロータリー年度の前半期に、クラブ例会において80パーセン
ト以上の出席率を達成する。

◆ポリオ・プラス、および世界ポリオ撲滅推進活動における国
際ロータリーの役割に関するクラブ・プログラムを実施する。

◆地元の非政府団体（NGO）または市民団体から講演者を招い
たり、他の地元団体と合同プロジェクトを行うなどして、地
域社会とのつながりを築く。

◆クラブ細則を改訂するか、標準ロータリー・クラブ細則を採
択する。

◆地元メディアに対してクラブのプロジェクトを広報する。
◆会員増強・退会防止、奉仕プロジェクト、広報、ロータリー
財団、クラブ管理運営に取り組むためのクラブの長期計画を
策定する。

◆親睦行事に会員全員を参加させる。

職業奉仕
◆クラブの各会員に、国際ロータリーおよびクラブの活動に関
する情報を職場や専門職業団体と共有するよう求める。

◆職業奉仕がいかに生活の質を向上させ、ロータリアンの高い
倫理観と誠実さを支える可能性を秘めているかについて、少
なくとも2回、クラブ例会で取り上げ、話し合う。

◆職場に「四つのテスト」を掲げるよう会員に奨励する。
◆職場での倫理と四つのテストの適用に関する集会を開くか、
またはすべての新クラブ会員に「ロータリアンの職業宣言」 
(200-JA) を配布する。

◆職場における識字率向上のためのプロジェクトを立案する。
◆クラブの各会員に、若い人の指導を行うよう求める。
◆職業奉仕を支える新しいプロジェクトを立案し、着手する。

◆障害者のための職業開発プロジェクトを提唱、または参加する。
◆職場に復帰する人々のための技能維持プロジェクトを提唱、
または参加する。

◆職業奉仕月間（10月）中に特別職業奉仕活動を組織するか、また
はクラブ会員1名をロータリー・ボランティアとして登録する。

◆少なくとも1名の会員に、職場で高校生や大学生のためにイ
ンターンの場を提供してもらう。

社会奉仕
◆他の地元団体と合同プロジェクトを実施し、クラブ会員が計
画や実地活動に寄与する。

◆地元地域で水保全プロジェクトを実施する。
◆印刷媒体、ラジオやテレビ番組、看板などでロータリー公共
イメージ・キャンペーン PSA（公共奉仕広告）を展開するこ
とによって、一般の人々にロータリーについて広める。

◆地域社会のニーズ査定を行い、今年度中に、社会奉仕を支え
る新しい奉仕活動を実施する。

◆地域社会のニーズに適い、受益者にも参加してもらえる奉仕
プロジェクトを実施する。

◆奉仕プロジェクトにクラブ会員全員を参加させる。
◆保健への認識向上キャンペーンもしくは保健問題に取り組む
プロジェクトを提唱もしくは参加する。

◆インターアクト・クラブ、ローターアクト・クラブ、または
ロータリー地域社会共同隊のスポンサーとなる。

◆ロータリー青少年指導者養成プログラム （RYLA）の行事を開
催する。

国際奉仕
◆「毎年あなたも100ドルを」の目標である、一人当たり米貨
100ドル以上の年次プログラム基金寄付を達成する。

◆少なくとも1件のポリオ・プラスまたはポリオ・プラス・
パートナー・プロジェクトに参加する。

◆研究グループ交換、ロータリー友情交換、ロータリー青少年交
換といった国際交換プログラムに参加することによって、クラ
ブ会員にロータリーの国際性を理解してもらうよう努める。

◆ロータリー財団教育プログラム（国際親善奨学金、研究グルー
プ交換のチーム・メンバーまたはリーダー、ロータリー世界平
和フェローシップ、ロータリー平和および紛争解決研究プログ
ラム、大学教員のためのロータリー補助金）に、少なくとも1
名の有力かつ資質の優れた候補者の申請書を地区に提出する。

◆ロータリー・ボランティア・プロジェクト実施地として、プ
ロジェクトを RI に登録する。

◆水保全、保健、飢餓、識字率向上プロジェクトのためにロー
タリー財団マッチング・グラントを申請する。

◆ 世界社会奉仕プロジェクト交換（WCS）一覧表に登録されて
いるプロジェクトを支援もしくは登録する。

◆国際奉仕を支える新しいプロジェクトを立案し、着手する。

2006-07年度　ローターアクト会長賞

ローターアクト・クラブも、「率先しよう」の理想を実践す
る価値ある奉仕活動を実施することにより表彰されます。本
賞の受賞資格を得るには、ローターアクト・クラブは、本要
項に挙げられた活動の中から少なくとも3つの活動を実行し
なければなりません。ただし、そのうちの一つは社会奉仕、
もう一つは国際奉仕に属するものとします。提唱ロータリー・
クラブ会長がローターアクト会長賞申込書に署名し、2007
年4月1日までに RI 地区ガバナーに提出しなければなりませ
ん。その後、ガバナーが、申請書を提出したクラブのリスト
を2007年4月15日までに RI に送付することになります。
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丸山ガバナー、さあ、あなたの年度です！

「次年度はあなたの年度です」　RI はよくこういう言葉を使います。

ステンハマー直前 RI 会長もウイリアム・ボイド RI 会長に「さあ、次年度はあな

たの年度です」といわれたことでしょう。私も丸山ガバナーに「次年度はあなたの

年度です。思う存分おやりください」と申し上げてきました。いよいよ今日から「あ

なたの出番」が参りました。心からエールを送ります。ロータリーは人材の宝庫です。

常に優れたリーダーが用意されていることは頼もしいことです。

ガバナーにはいくつかの欠かせない要件があります。それはロータリーを愛し、

それゆえにカバナーの任務をやり遂げるという強い意思と健康であります。

その２つを丸山ガバナーは兼ね備えております。丸山ガバナーはテレビにラジオ

に講演に活躍される側ら柔道で鍛えた恵まれた肉体の持ち主です。エレクト就任の

ご挨拶の中で、「ロータリー活動は楽しくなければならないと思っております。与

えられるより、与えることの楽しさを世間や特に若者に身を持って示してあげたい」

と述べられています。そして丸山ガバナーの明るいキャラクターこそ、今各クラブ

が求めているものです。

ボイド RI 会長は《率先しよう》と明瞭・簡潔にロータリアンに「ロータリーの推

進」を呼びかけられました。今年１年間、このテーマに沿った活動が展開されます。

どうぞ丸山ガバナー自ら《率先して》ロータリーをエンジョイしながら、明るい地

区運営を目指してください。

無事に大任を終えられ、ともに祝杯を挙げる日を楽しみにしております。

国際ロータリー第2510地区
直前ガバナー

塚原　房樹
（札幌東 RC）
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ご　挨　拶

このたびは、ガバナーエレクトにご指名を頂きましたことは、身に余る光栄に思

います。

昨年度は国際ロータリー組織規定の変更にともない、例年より早くガバナーノミ

ニーを選出したことで、まる1年間、塚原房樹ガバナー、丸山淳士ガバナーエレクト

はじめ多くのパストガバナー、先輩ロータリアンから種々のことをご教示して頂き

ました。これで安心して次年度に向けてと申し上げたいところではありますが、知

れば知るほど奥の深さにプレッシャーを感じておるのが本音であります。

しかしながら、ガバナー就任までは１年間ありますので、丸山淳士ガバナーのもと、

ご指導を戴き、国際ロータリーのテーマ “率先しよう” を実践し、準備をしてまいり

たいと思います。

第2510地区の会員数は1995～06年度の4254名をピークに毎年約140名の減があ

ります。昨今の経済状況を見るとやむを得ないところもありますが、会員の減少は

地区運営に大きな影響を及ぼす深刻な問題です。

丸山ガバナーの地区目標にも第一番目に会員増強が取り上げられておられますが、

より一層、会員増強に努めて参りたいと思っております。

また、私は函館五稜郭ロータリークラブに在籍し、その地域は地区内南の端に位

置します。地理的条件がリスクにならないよう努めて、そして、先達が築いてこら

れた第2510地区の伝統を守って参ります。

ガバナーエレクトとしてのこの年度は、虚往実帰でなければならないと思います

ので重ねてロータリアンの皆様のご指導ご協力をお願い申し上げます。

国際ロータリー第2510地区
ガバナーエレクト

酒井　正人
（函館五稜郭 RC）

略　歴

1946年1月7日生。
日本大学歯学部卒業。
酒井歯科医院開業、（株）マルチメディア・
アンドネットワークサービス取締役会長
現在に至る

ロータリー歴

1988年7月函館五稜郭ロータリークラブ
入会。
函館五稜郭ロータリークラブ会長、第
2510地区第11グループガバナー補佐。
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー。
米山功労者マルチプル。
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新年度を迎えて

各クラブの会長、幹事さんをはじめ全会員の皆様、いよいよ2006-07年度第2510

地区では丸山淳士年度を迎えました。この日のために諸準備を重ねてこられた皆様

のこれからの活躍を期待し、心からお喜び申し上げます。

私は伊藤長英 PGの後任として、今年度地区研修リーダーという大変な責任を負う

ことになりました。研修リーダーの役割は、ガバナー、ガバナーエレクトを補佐して、

クラブや地区指導者の研修にあたる大きな責務があります。

最近ロータリーの改革とか、簡素化とか言われ、ロータリーの本質を忘れがちに

なることが、しばしば見聞きすることが多くなりました。私は昨年度研修リーダー

補佐の立場で伊藤研修リーダーと、3月の地区チーム研修セミナー、次いで会長エレ

クト研修セミナー（PETS）、4月に行われた地区協議会においても色々とロータリー

についての必要な知識を皆様と共に学ぶことが出来ました。今年は DLP についで

CLP が国際ロータリーから提示され、それについて検討を致しました。これについ

ては、各クラブで種々検討されておられることと思いますが、丸山ガバナーは、本

年度は地区として対応はしないと言われております。もう少し時間をかけて検討す

る必要があろうかと思います。

本年のビル・ボイド RI 会長のテーマは「率先しよう」でロータリアンが親睦と奉

仕を通して明るい未来を作る力を合わせて率先して行動することを強調しているの

です。私のガバナー年度のフランク J. デブリン RI 会長のテーマは「意識を喚起し、

進んで行動を」でした。今年のテーマと合わせて考えると実に機を得たテーマにな

ろうかと思います。地区の目標も①クラブ１名の純増を目指そう、②毎年あなたも

100ドルを、③ RI テーマ「率先しよう」の実践、④ロータリアン自身が広報マン、

⑤ロータリー家族です。

ボイド、デブリン両RI会長のテーマを一にして行動をして戴きたいと思います。又、

各委員は勿論、全会員が種々の会合等に参加し、ロータリーを理解して戴き、寛容

の心で、よりよいロータリーの改革を目指して戴きたいと思います。

国際ロータリー第2510地区
地区研修リーダー

遠藤　正之
（札幌幌南 RC・PG）
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ガバナー補佐ご挨拶

地域に確かな
奉仕活動を

第 1グループガバナー補佐

澤田　茂
（留萌ＲＣ）

第一グループのガバナー補佐を委嘱されました。この役
割を微力ですが担ってまいります。
ガバナーの意図・方針をグループ内の5クラブに伝達し、

各クラブの活性化とグループ内の親睦を図ってまいります。
今年度地区の目標5項目はすべてが大変重要な事柄と認

識しております。先ず、テーマの一つ、「ロータリー家族」
を強調してまいりたいと思っております。
また、CLP にも各クラブのレベルでの取り組みを協議し

たり、ロータリーの IT 化にも真摯に受け止めて的確に選
択することにより、そのすべてがクラブ活動の活性化に繋
がる事になればと思っております。
あらためて、今一度皆さんと共にロータリーの原点でも

あります「奉仕の心」・「出席が第一」を確認して最良の奉
仕は速やかに行動することを願っております。
どうか一年間特段のご支援ご協力の程よろしくお願い申

し上げ、ご挨拶といたします。

未来志向で
「率先しよう」

第 2グループガバナー補佐

田中　良一
（赤平ＲＣ）

このたび、第2グループのガバナー補佐として、クラブ
会員皆様の友情に支えられながら、微力でありますが誠心
誠意務めてまいりますのでよろしくお願い申し上げます。
2006～2007年度　RI 会長　ウィリアム B．ボイド氏の

「LEAD THE WAY・率先しよう」をテーマに、地域社会と
共に奉仕の理想をいくらかでも充実させ、未来志向で「率
先しよう」。
2006～2007年度　プログラムの立案作成に当たり、丸山

ガバナーの主旨を理解し、会員増強・ロータリー財団を会
員一人一人の意見を尊重し積極的に取り組んでまいります。
第2グループ内の行事等は、（1）ガバナー公式訪問　（2）

2グループ IMを実施いたします。
ガバナー補佐として、グループ内会長・幹事会議等の開

催を数回予定しております。
この一年間頑張りますので、会員皆様のご指導・ご協力

をよろしくお願い申し上げます。

一人一人の役割を

第 3グループガバナー補佐

廣岡　秀博
（栗山ＲＣ）

本年度、第3グループのガバナー補佐を務めることにな
りました廣岡です。
本年度 RI 会長ウィリアム・ボイド氏は「率先しよう」

をテーマとして提唱されています。
当地区、丸山淳士ガバナー年度は５つの地区目標を掲げ

られております。各クラブと交流を深め、会長・幹事をは
じめ会員皆様のご理解とご協力を頂きながら、その実現に
向って、責任を果たしてまいりたいと思います。
又前年度に引続き IMの実施を予定いたしております。

内容については、今の時代を考慮しながら検討をしてまい
りたいと存じます。
この１年間、ご協力、ご支援をよろしくお願い申し上げ

ます。

好意と友情を宜しく

第 4グループガバナー補佐

矢橋　温郎
（札幌西ＲＣ）

2006～7年度第4グループガバナー補佐を拝命しました。
至って浅学非才でございますので何とか無事にこの任務を

努めたいと思っております。はたして丸山ガバナーの補佐役
が務まるかどうか不安で一杯でございますが出来るだけ丸山
ガバナーの足を引っ張る事だけは避けたいと思っております。
今年度RI 会長ウィリアムＢ .ボイド氏のテーマは「率先し

よう」であります。
「親睦と奉仕を通じて明るい未来をもたらすために120万人
のロータリアンが力を合わせて率先していくのです」と云わ
れております。又丸山ガバナーの地区の5つの目標を達成する
ために努力して参りたいと考えております。
第4グループのガバナー公式訪問は7月11日の札幌はまなす

RCを皮切りに始めますが殆ど10月の地区大会前後に集中して
おります。
2007年4月には札幌西北RCの創立30年式典もございます。

IMも実施の予定ですが未だ具体的には詰めておりませんが何
れにしても皆様の御指導を仰がなければなりません。
何分宜しく御願い申し上げます。
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ガバナー補佐ご挨拶

ロータリーに
ユーモアを

第 5グループガバナー補佐

川崎　秀雄
（札幌南ＲＣ）

私には荷が重いと固辞していたガバナー補佐、結果とし
てお引受けした次第ですが、さて、その負託にどうお応え
して行くか漠然とした不安な思いがありました。が、それ
を払拭してくれたのが真駒内クラブ訪問の際、運良くアメ
リカから帰国したばかりの丸山先生とお話しする機会を得
た事でした。ざっくばらんで明るく、温かい先生のお人柄
に接し、何か勇気を頂いた気が致しました。
同じ食材でも料理人によって味は違うものです。丸山

ガバナーはお堅いロータリー哲学を易しく且つユーモアを
交えて楽しく面白く味わせてくれる名シェフと申し上げる
ことが出来ると思っております。その丸山ガバナーのもと
2510地区にどんな灯がともるのか、それを楽しみに期待
しているところです。
「丸山ガバナーと共に、ユーモア溢れるロータリーを！」
を提唱し、微力を尽くして参りたいと思っております。ど
うぞよろしくお願いいたします。

率先して
ロータリーを楽しもう
第 6グループガバナー補佐

林　正秀
（余市ＲＣ）

ロータリークラブに入会して23年を迎え、この度第6グ
ループのガバナー補佐をお引き受けする事になり、身の引
き締まる思いと同時に、責任の重さと重要性を感じ、不安
でいっぱいです。第6グループ皆様の温かいご理解と、ご指
導を頂き、1年間頑張りたいと思っております。
ロータリーは楽しくなければロータリーではないをモッ

トーに、率先してロータリーを捉え、丸山ガバナーの地区
の5項目の目標を的確に受け止め各クラブの皆様の好意と友
情に支えられながら、さらに第6グループの親睦を深めなが
ら楽しく遂行して行きたいと思っております。
ロータリーは102年目を迎えております。この100年の歴

史を支えてここまで発展して来た原点は、何であったのか
見つめてみたいと思っております。
「1クラブ1名の純増」等その目標を遂行するためにも、魅
力ある楽しいクラブ運営に少しでもお役に立てる様、この1
年間精一杯努力して参りたいと思っておりますので、何分
のご指導ご協力を賜りたくお願い申し上げる次第です。

楽しいクラブ運営で
増強を！
第 7グループガバナー補佐

木村　照男
（千歳ＲＣ）

今年度、第7グループのガバナー補佐を務めることにな
りました千歳ロータリークラブの木村でございます。この
任責を重く受けとめ、丸山ガバナーの地区目標5項目を念
頭に入れ、ガバナーとの連携を密にし、グループ内各クラ
ブへの訪問する機会を多く致したいと思っております。ま
た、定期的にグループ内の会長、幹事会のご協力を戴きな
がら遂行して行く所存です。
ここ数年間で会員の減少傾向が続いており当地区では

1996～97年度の約4,200人をピークに会員の減少が著し
い限りです。原因は経済不況もありますが、クラブと致し
ましても色々な要因があろうかと考え、少しでも地区指導
者との関係を伝達して行くことが私の任務だと思っており
ます。
1年間7グループの会員皆様のご指導、ご支援を戴きな

がらこの任を全うしたいと思いますので宜しくお願い致し
ます。

より良きロータリーと
より良きロータリアン
を目指して
第 8グループガバナー補佐

中山　弘三郎
（静内ＲＣ）

2006～2007年度、第8グループのガバナー補佐という大役を委嘱
され、その重責に戸惑いを覚えているところでありますが、RIテー
マ「率先しよう」の下、丸山淳士ガバナーの掲げた、五大地区目標の
実現に向けて、グループ内各クラブの皆様のご理解とご協力を頂きな
がら、微力ですが、地区とのパイプ役を果たしたいと考えております。
今、ロータリーはいろいろな意味で、岐路に立たされておりますが、
原点に立ち返り、「出合いと参加なくして親睦なし、親睦なくして奉
仕なし」をグループの行動目標とし、楽しい例会を通じて、親睦を深め、
情報の浸透とニーズに即した奉仕活動に努め、効果的な広報活動に
より、地域に根ざしたものとして、ロータリー活動が広く認知され
るよう、努めたいと考えております。
また、グループ内の親睦・情報交換・勉強の場として、IMを開催
したいと考えておりますが、実り多きものとするために、皆様の特
段のお力添えをお願い致します。
より良きロータリーとより良きロータリアンを目指す、RI会長の
思いを、楽しいロータリー活動と共有できるように、第8グループ5
クラブのロータリアンの皆様の、ご指導とご協力をお願い申し上げ
ます。



11

No.1  July

ガバナー補佐ご挨拶

手を結び・
輪を広げ

第 9グループガバナー補佐

及川　力
（室蘭北ＲＣ）

第9グループのガバナー補佐を務めることになりました
及川でございます。グループのリーダーとしての大役と責
任の重さに身の引き締まる思いでおります。
新年度を迎えるに当り、RI 会長のテーマ「率先しよう」

を踏まえながら丸山ガバナーの掲げられた5つの地区目標
の主旨をグループ内各クラブに良く理解して頂き、実現に
向けて微力ながらもお役に立てればと考えております。
今、ロータリーはいろいろな理由で厳しい時、一クラ

ブの活動には限りがあります。グループ同士や地区との交
流・情報交換は、これからのロータリーを盛り立てて行く
為には必用なことだと思います。その橋渡し役としても会
員皆様のご協力を頂きながら責務を果して行きたいと思っ
ておりますので、一年間よろしくお願い致します。

元気に明るく

第 10 グループガバナー補佐

加藤　健太郎
（函館ＲＣ）

第10グループのガバナー補佐を努めることになりまし
た函館クラブの加藤健太郎でございます。本年度のガバ
ナー補佐の中では最年少の若輩ではありますが、グループ
の皆様方に叱咤激励していただきながら一年間、この重い
責務を果たして参りたいと存じます。
ウィリアム・ボイド RI 会長のテーマである「率先しよ

う」を常に頭に置きながら、今年の5つの地区目標をグ
ループ各クラブが達成出来ますよう、ガバナーのメッセン
ジャーとしての役目も忘れずにお手伝いをさせていただき
たいと思います。
また、丸山ガバナーのユーモアと明るさに負けないくら

い「元気に明るく」をモットーにグループの会員の皆様に
楽しいロータリーライフをお過ごしいただけるようがんば
りたいと思いますので何分のご支援ご協力をお願い申し上
げます。

楽しい活動を

第 11 グループガバナー補佐

大場　公孝
（上磯ＲＣ）

本年度、第11グループのガバナー補佐を勤めることに
なりました。よろしくお願い申し上げます。
「LEAD THE WAY　率先しよう」今年度 RI テーマは、す
ばらしい言葉と思っております。
丸山ガバナーの掲げた5つの地区目標の元、私たちは自

分のクラブの奉仕活動を “率先して” 楽しむことが第一と
考えています。
個人個人が職業奉仕を楽しみ、クラブを楽しみ、社会奉

仕・国際奉仕活動を楽しんで行えば、クラブ全体が活気に
あふれ、会員増強につながる。出席も良くなる。クラブの
活動が充実すればロータリーの広報にもつながる。
家族と一緒に「ロータリーの活動を率先して、楽しく行

いましょう。」
1年間、会長・幹事・会員の皆様の御協力を得て、ガバ

ナー補佐の活動を楽しみたいと思います。皆様のご支援ご
協力をよろしくお願い申し上げます。

今からここから

第 12 グループガバナー補佐

鈴木　琢磨
（白老ＲＣ）

2006-2007年度ガバナー補佐の大役、そして蝦名第12
グループガバナー補佐の後任として、その職責の重さに、
今更ながら身の引き締まる思いであります。
若干32才でロータリークラブの一員となり、20年間出

席要員としてのみ、会員としての意識の浅いまま今日に
至っております。私は白老ロータリークラブ25代目会長
の時、「地域から世界に奉仕する」ロータリーを前面に打
ち出しました。友愛の精神を絶やすことなく続ける事が大
切であると思いました。
素晴らしい奉仕、それは心から願う事です。だからこそ、

全ての人に幸せと感動を与えられる。
それは、今からここから。
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2006-2007年度　ガバナー補佐連絡先一覧

氏　　名 所属ＲＣ 職業分類
勤務先

住所・電話番号・ＦＡＸ・メールアドレス
自宅

住所・電話番号・ＦＡＸ・メールアドレス

第1グループ担当

澤
さわ

　田
だ

　　　茂
しげる 留萌 写真館

( 株 ) 矢野写真館　代表取締役社長
〒077-0044
留萌市錦町２丁目
電話 (0164)42-0329  FAX(0164)43-8482

〒077-0032
留萌市宮園町１丁目
電話 (0164) 42-3540

第2グループ担当

田
た

　中
なか

　良
りょう

　一
いち 赤平 新聞販売

北海道新聞赤平販売所　所長
〒079-1142
赤平市東大町1丁目18
電話 (0125)32-3620  FAX(0125)32-4833

〒079-1142
赤平市東大町1丁目18
電話 (0125)32-3620 FAX(0125)32-4833

第3グループ担当

廣
ひろ

　岡
おか

　秀
ひで

　博
ひろ 栗山 建築工事

朝日産業 ( 株 )　代表取締役
〒069-1513
夕張郡栗山町朝日4丁目32-3
電話 (0123)72-0916  FAX(0123)72-3618

〒069-1524
夕張郡栗山町角田123
電話 (0123)72-1816

第4グループ担当

矢
や

　橋
はし

　温
はる

　郎
お 札幌西 測量

北海航測 ( 株 )　代表取締役会長
〒060-0003
札幌市中央区北3条西17丁目
電話 (011)611-3225  FAX(011)631-1791

〒064-0951
札幌市中央区宮の森１条18丁目１－10
電話 (011)631-3550
E-mail: haruo@hokkai-jp.com

第5グループ担当

川
かわ

　崎
さき

　秀
ひで

　雄
お 札幌南 広告代理

( 株 ) サン広告　代表取締役
〒060-0061　札幌市中央区南1条西4丁目 大手町ビル
電話 (011)242-5777  FAX(011)242-6066
E-mail: sunad@d1.dion.ne.jp

〒062-0032
札幌市豊平区西岡2条1丁目4-21
電話(011)851-9540　FAX(011)851-9540

第6グループ担当

林
はやし

　　　正
まさ

　秀
ひで 余市 病院事務

医療法人社団修徳会林病院　事務部長
〒046-0012
余市郡余市町山田町50
電話 (0135)22-5188  FAX(0135)22-6521

〒046-0012
余市郡余市町山田町178-4
電話 (0135)23-6866  FAX(0135)21-2196

第7グループ担当

木
き

　村
むら

　照
てる

　男
お 千歳 管工事業

( 株 ) 千歳水道設備　代表取締役
〒066-0043
千歳市朝日町5丁目26
電話 (0123)23-4602  FAX(0123)24-8741

〒066-0043
千歳市朝日町5丁目

第8グループ担当

中
なか

　山
やま

　弘
こうさぶろう

三郎
静内 電気工事業

( 株 )新興電気静内支店　常務取締役支店長
〒056-0002　日高郡新ひだか町静内神森12-6
電話 (0146)42-1624  FAX(0146)42-1625
E-mail: knakayama@shinko-den.co.jp

〒056-0017
日高郡新ひだか町静内御幸町4丁目2-35
電話 (0146)42-2537  FAX(0146)42-2537

第9グループ担当

及
おい

　川
かわ

　　　力
ちから 室蘭北 測量士

( 株 ) 及川測量　代表取締役社長
〒050-0081
室蘭市日の出町1-20-2
電話 (0143)44-1614  FAX(0143)44-8230

〒059-0151
伊達市有珠町262-27
電話 (0142)38-2167  FAX(0142)38-3223

第10グループ担当

加
か

　藤
とう

　健
けんたろう

太郎
函館 土木建築工事

加藤組土建 ( 株 )　代表取締役社長
〒040-0033　函館市千歳町3-2
電話 (0138)23-7101  FAX(0138)26-6930
E-mail:kentarokato@hotmail.co.jp

〒040-0054
函館市元町24-11
電話 (0138)23-0270  FAX(0138)23-0275

第11グループ担当

大
おお

　場
ば

　公
まさ

　孝
たか 上磯 精神科医

社会福祉法人侑愛会　理事長
〒049-0111
北斗市七重浜6-8-30
電話 (0138)49-2581  FAX(0138)49-4796

〒049-0111
北斗市七重浜8-21-16
電話 (0138)49-5521  FAX(0138)49-5548
E-mail:moba@seagreen.ocn.ne.jp

第12グループ担当

鈴
すず

　木
き

　琢
たく

　磨
ま 白老 神道

白老八幡神社　宮司
〒059-0906
白老郡白老町本町1丁目1-11
電話 (0144)82-2027  FAX(0144)82-5771

〒059-0906
白老郡白老町本町1丁目13-3
電話 (0144)82-2027  FAX(0144)82-5771

（敬称略）
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2006-2007年度　ガバナー公式訪問日程

№ 月日 曜
日

グ
ル
ー
プ
ク ラ ブ 名 会長・幹事

懇談会
クラブ
協議会 例　会

１ 7月3日 月 7 北 広 島 10：00 11：00 12：15

２ 7月4日 火 3 栗 山 10：00 11：00 12：30

３ 7月5日 水 5 新 札 幌 10：00 11：00 12：30

４ 7月6日 木 3 江 別 10：00 11：00 12：30

５ 7月7日 金 6 小 樽 南 10：00 11：00 12：30

６ 7月11日 火 4 札幌はまなす 10：00 11：00 12：30

７ 7月12日 水 3 栗 沢 10：00 11：00 12：10

８ 7月13日 木 3 美 唄 10：00 11：00 12：15

９ 7月14日 金 3 岩 見 沢 10：00 11：00 12：30

10
7月18日 火

2 赤 平 10：00 11：00 12：30

11 3 岩 見 沢 東 16：00 17：00 18：00

12 7月19日 水 2 砂 川 10：00 11：00 12：30

13 7月20日 木 2 滝 川 10：00 11：00 12：30

14 7月21日 金 2 芦 別 10：00 11：00 12：15

15

7月25日 火

3 江 別 西 10：00 11：00 12：30

16 1 深 川 15：00
17：00 18：00

17 1 妹 背 牛 16：00

18

7月26日 水

1 留 萌 14：00

17：00 18：3019 1 羽 幌 15：00

20 1 小 平 16：00

21
8月1日 火

6 小 樽 10：00 11：00 12：30

22 6 蘭 越 16：00 17：00 18：00

23
8月2日 水

6 倶 知 安 10：00 11：00 12：15

24 6 余 市 16：00 17：00 18：00

25
8月3日 木

6 岩 内 10：00 11：00 12：30

26 6 小 樽 銭 函 16：00 17：00 18：00

27 8月4日 金 5 札幌大通公園 16：30 17：30 18：30

28 8月8日 火 9 室 蘭 北 16：00 17：00 18：00

29
8月9日 水

9 室 蘭 東 10：00 11：00 12：30

30 9 登 別 16：00 17：00 18：00

31
8月10日 木

9 室 蘭 10：00 11：00 12：30

32 9 伊 達 16：00 17：00 18：00

33 8月11日 金 9 洞 爺 湖 10：00 11：00 12：30

34 8月21日 月 10 函 館 亀 田 10：00 11：00 12：30

35
8月22日 火

11 江 差 10：00 11：00 12：30

36 10 七 飯 16：00 17：00 18：30

37 8月23日 水 11 函 館 北 10：00 11：00 12：30

№ 月日 曜
日

グ
ル
ー
プ
ク ラ ブ 名 会長・幹事

懇談会
クラブ
協議会 例　会

38 8月24日 木 11 上 磯 10：00 11：00 12：30

39
8月25日 金

11 函館五稜郭 10：00 11：00 12：30

40 11 松 前 16：00 17：00 18：00

41 8月29日 火 12 白 老 10：00 11：00 12：30

42 9月4日 月 8 静 内 10：00 11：00 12：30

43
9月5日 火

8 様 似 10：00 11：00 12：15

44 8 浦 河 16：00 17：00 18：30

45 9月6日 水 8 三 石 10：00 11：00 12：30

46 9月7日 木 8 え り も 10：00 11：00 12：15

47 9月12日 火 7 千歳セントラル 10：00 11：00 12：30

48 9月13日 水 7 恵 庭 10：00 11：00 12：30

49
9月14日 木

7 千 歳 10：00 11：00 12：30

50 12 苫 小 牧 東 16：00 17：00 18：00

51
9月19日 火

11 函 館 東 10：00 11：00 12：30

52 10 函館セントラル 16：00 17：00 18：00

53
9月20日 水

10 長 万 部 10：00 11：00 12：10

54 10 森 16：00 17：00 18：00

55 9月21日 木 10 函 館 10：00 11：00 12：30

56 9月25日 月 7 長 沼 17：00 18：00 19：00

57
9月26日 火

5 札 幌 清 田 10：00 11：00 12：30

58 5 札幌セントラル 16：00 17：00 18：30

59 9月28日 木 4 由 仁 10：00 11：00 12：15

60 9月29日 金 12 苫 小 牧 10：00 11：00 12：30

61 10月2日 月 5 札 幌 南 10：00 11：00 12：30

62 10月3日 火 3 当 別 10：00 11：00 12：30

63 10月4日 水 4 札幌モーニング 3日16:00 3日17:00 07：30

64 10月5日 木 5 札 幌 東 10：00 11：00 12：30

65 10月6日 金 5 札 幌 幌 南 10：00 11：00 12：30

66 10月17日 火 12 苫 小 牧 北 10：00 11：00 12：30

67 10月18日 水 4 札 幌 10：00 11：00 12：30

68 10月19日 木 4 札 幌 西 北 10：00 11：00 12：30

69 10月20日 金 4 札幌あけぼの 10：00 11：00 12：30

70 10月21日 土 4 札 幌 手 稲 10：00 11：00 12：30

71 10月23日 月 4 札 幌 北 10：00 11：00 12：30

72 10月24日 火 4 札 幌 西 10：00 11：00 12：30

73 10月25日 水 5 札幌真駒内 10：00 11：00 12：30
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ガバナー公式訪問に関するお願い

貴クラブへの訪問を有意義なものとするためにも、下記の事項についてお手配とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

１．公式訪問に必要な書類
①効果的なロータリー･クラブとなるための活動計画の指標

クラブ会長要覧（P.76～ P.81）に綴じ込まれているものをコピーし、ご記入の上、ガバナー補佐の署名を得てガバナー

事務所までご提出下さい。

②クラブ定款と細則

③今年度（2006-2007）クラブ活動計画書と前年度（2005-2006）活動報告書

※公式訪問が7月のクラブで未決定の場合は、前年度分で代用可能です。

④充填・未充填職業分類表

⑤会員名簿

⑥クラブ会報（最近の4～5回分）

⑦過去5年間の年度別会員入退会数および退会者のクラブ在籍年数

⑧貴クラブの特徴（クラブの自慢、良い事業等）をご紹介下さい。

２．会長・幹事懇談会
①会長・幹事の他に会長エレクトも必ずご出席下さい。

３．クラブ例会
①和やかで楽しく例会を行うためにも、より多くの会員に出席を奨励して下さい。

②ご連絡戴いた地元公共機関へのご挨拶は喜んで訪問させて戴きます。

③訪問時のお心遣いは、お気持ちだけ戴き固くご辞退致します。

新年度にあたり改めてご挨拶申し上げます。
本ロータリー文庫には常々一方ならぬご協力、ご愛顧を
賜り衷心から感謝致しております。今更申し上げるまで
もなく、[ ロータリー文庫 ] は日本ロータリー50周年記念
事業の一つとして1970年に設立され、36年の歴史を誇る
全日本ロータリアンの資料室です。
ここにはロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、
約1万9千点が収集・分類・整備され、皆様のご利用に備
えております。
ロータリーの研究や諸活動のため、ぜひご利用くださる
ようお待ちいたしております。

☆利用方法☆
文庫資料は自由に閲覧できますが、電話や書信によるお
問合わせも承ります。お問合わせは間接では要領を得な
い場合がありますので、なるべくご本人から直接お願い
致します。

（文庫資料をご希望の場合は）
・発行先に在庫のある資料については、発行先をご紹介致
します。

・絶版のものは実費（1枚20円＋送料）でコピーサービス
を致します。

・重複資料はご希望により無料進呈致します。
・ビデオテープは有料でダビングを致します。

（貸出し）
・視聴覚資料（スライド・フィルム）は予約制（申し込み
用紙有）で貸出し致します。

（登録資料の紹介）
・「資料目録」をクラブ事務所に備付用としてお送りして
ありますので、ご利用願います。「目録」をご希望の場
合はお申込みください。

・「ガバナー月信」に「文庫通信」欄を設けさせて頂き、皆
様のご参考になるような資料の紹介を致しております。

・「ホームページ」を開設しております。分類別に検索可
能です。

（ご寄贈）
・個人の著作、クラブ発行のもの、地区発行のもの等々、
いずれも内外を問わずロータリーに関する資料をご寄贈
願います。文庫に保存して皆様のお役に立てさせて戴き
ます。

ロータリー文庫
〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3F
TEL(03)3433-6456　FAX(03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

文　庫　通　信（225号）
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2006-2007年度　国際ロータリー第2510地区　地区予算

【一般地区資金】
収 入 の 部

科　　　目 2005-2006年度
予　　　算

2006-2007年度
予　　　算 2006-07年度摘要

1. 前期繰越金 22,252,215 18,332,015

2. 一般地区資金　上期＠4,730 15,136,000 14,663,000 
半期人数：
2006-07年度3,100人 (@4,730)

　同　　上　　下期＠4,730 15,136,000 14,663,000
半期人数：
2005-06年度3,200人 (@4,730)

3. ＲＩ助成金 2,700,000 2,700,000

4. ガバナー月信購読料 2,520,000 2,555,000 @3,500×73RC ×10部

5. 雑収入 100,000 100,000 

6. 地区大会繰入金

収 入 合 計 57,844,215 53,013,015 

【特別地区資金】
収 入 の 部

科　　　目 2005-2006年度
予　　　算

2006-2007年度
予　　　算 2006-07年度摘要

1. 前期繰越金 4,287,033 4,287,033 

2. 特別地区資金　上期＠3,820 12,224,000 11,842,000 
半期人数：
2006-07年度3,100人 (＠3,820)

　同　　上　　下期＠3,820 12,224,000 11,842,000 
半期人数：
2005-06年度3,200人 (＠3,820)

3. 雑収入
収 入 合 計 28,735,033 27,971,033 

支 出 の 部

科　　　目 2005-2006年度
予　　　算

2006-2007年度
予　　　算 2006-07年度摘要

A . 地区大会
1. 地区表彰費 500,000 500,000 
2. ガバナー記念品費 100,000 100,000 

A の部　小　　計 600,000 600,000 
B . 助成金
1. 地区協議会 800,000 800,000 
2. 都市連合会（IM） 720,000 0 2006-07年度は休止

3. 会長エレクト研修セミナー（PETS） 400,000 400,000 
4. 地区指導者育成セミナー 100,000 100,000 
5. 地区チーム研修セミナー 350,000 350,000 

B の部　小　　計 2,370,000 1,650,000 
C . 負担金
1. ガバナー会 640,000 666,500 @200×3,100人 ､ 下期 @15×3,100人

2. 日本ロータリー文庫 960,000 930,000 @300×3,100人

3. ロータリー情報センター 640,000 0 ガバナー会の負担金に含むため計上しない

Cの部　小　　計 2,240,000 1,596,500 
D . 会議費
1. 地区ガバナー指名委員会 200,000 200,000 
2. 地区ガバナー諮問委員会 500,000 500,000 
3. 地区ガバナー補佐会議 800,000 800,000 
4. 地区委員長会議 400,000 400,000 
5. 地区研修リーダー会議 30,000 30,000 
6. 地区クラブ奉仕委員会 100,000 100,000 
7. 地区情報・ＩＣ委員会 150,000 150,000 地区ＩＣ委員会に名称変更

8. 地区拡大委員会 30,000 30,000 
9. 地区会員増強委員会 50,000 50,000 
10. 地区職業奉仕委員会 50,000 50,000 
11. 地区社会奉仕委員会 300,000 300,000 
12. 地区新世代委員会 100,000 100,000 
13. 地区インターアクト委員会 150,000 150,000 
14. 地区ローターアクト委員会 150,000 150,000 
15. 地区青少年交換委員会 400,000 400,000 
16. 地区国際奉仕委員会

300,000 300,000 17. 地区世界社会奉仕委員会
18. 地区国際友好委員会 地区親睦活動委員会から名称変更

19. 地区ロータリー財団委員会 60,000 60,000 
20. 地区国際親善奨学金委員会 50,000 50,000 
21. 地区ＧＳＥ委員会 50,000 50,000 
22. 地区財団学友委員会 50,000 50,000 
23. 地区補助金委員会 20,000 20,000 
24. 地区米山記念奨学委員会 30,000 30,000 
25. 地区米山学友委員会 30,000 30,000 
26. 地区財務委員会 20,000 20,000 
27. 地区オン・ツー・ソルトレークシティ委員会 50,000 50,000 
28. 地区意義ある業績賞選考委員会 20,000 20,000 
29. その他委員会 100,000 100,000 
30. 予備費 160,000 160,000 

D の部　小　　計 4,350,000 4,350,000 
E . 旅費
1. ガバナー会 150,000 150,000 ２回

2. パストガバナー会 500,000 500,000 ７月、東京開催

3. ロータリー研究会 1,250,000 1,250,000 11月、岡山開催

4. ガバナーエレクト国際協議会 700,000 700,000 
5. 全国ガバナーエレクト会議 150,000 150,000 ２回

6. 全国地区連絡会議 400,000 400,000 ＩＣ１回、青少年２回　他

7. その他会議 250,000 250,000 
E の部　小　　計 3,400,000 3,400,000 

F . ガバナー事務所費 14,735,000 14,480,000 
G . ガバナーエレクト事務所費 4,800,000 4,800,000 
H . ガバナー月信発行費 3,800,000 3,800,000 13回発行

I . ガバナー公式訪問費 1,200,000 1,200,000 
J . 地区文献資料室費 1,050,000 1,050,000 
K . 地区ＩＣ活動費 530,000 530,000 
L . 総予備費 437,200 200,000 
M. 臨時支出金 0 0 

支 出 合 計 39,512,200 37,656,500 
次期繰越金 18,332,015 15,356,515 
総　　　計 57,844,215 53,013,015 

支 出 の 部

科　　　目 2005-2006年度
予　　　算

2006-2007年度
予　　　算 2006-07年度摘要

A . 負担金
1. 地区大会 6,240,000 5,425,000 ＠1,750

2. 地区協議会 3,360,000 3,286,000 ＠1,060

A の部　小　　計 9,600,000 8,711,000
B . 事業費
1. 地区インターアクト事業費 1,651,200 1,599,600 ＠516

2. 地区ローターアクト事業費 2,246,400 2,058,400 ＠664

3. 地区新世代活動事業費 384,000 372,000 ＠120

4. 地区青少年交換事業費 5,280,000 4,960,000 ＠1,600

5. 地区社会奉仕事業費 128,000 124,000 ＠40　2005-06年度より名称を変更

6. 地区世界社会奉仕事業費 2,080,000 2,015,000 ＠650

7. 地区財団奨学生事業費 793,600 620,000 ＠200

8. 地区ＧＳＥ事業費 864,000 1,705,000 ＠550

9. 地区財団学友事業費 166,400 161,200 ＠52

10. その他の事業費 672,000 651,000 ＠210

11. 世界平和奨学金事業費 44,800 43,400 ＠14

12. 予備費 537,600 663,400 ＠214

B の部　小　　計 14,848,000 14,973,000 
C . 規定審議会代議員費 0 450,000 2007年規定審議会開催のため

D . 臨時支出金 0 0
支 出 合 計 24,448,000 24,134,000
次期繰越金

4,287,033 3,837,033
繰越金内訳 ＧＳＥ事業費
 規定審議会代議員費
 その他の事業費

総　　　計 28,735,033 27,971,033

ガバナー事務所費の内訳明細

科　　　目 2005-2006年度
予　　　算

2006-2007年度
予　　　算 2006-07年度摘要

1. 給与手当 4,282,500 4,305,000
2. 家賃･光熱費 2,775,000 2,700,000
3. リース料 750,000 675,000
4. 事務用品費 240,000 240,000
5. 印刷費 1,000,000 850,000
6. 登録料など負担金 150,000 180,000
7. 会議費 360,000 360,000
8. 通信費 450,000 450,000
9. 旅費交通費 450,000 360,000
10. 渉外費 547,500 700,000
11. 資料費 480,000 360,000
12. 備品費 100,000 150,000
13. 地区要覧費 700,000 700,000
14. ガバナー補佐事務費 1,200,000 1,200,000 ＠100,000円×12名

15. 雑費 1,000,000 1,000,000
16. 予備費 250,000 250,000

合　　　計 14,735,000 14,480,000

2006-2007年度予算の説明
（収　入）
1. 前期繰越金は2004-05年度決算確定額より2005-06年度地区予算で予定される支出額を差引いて計上
した。

2. 地区資金の人頭分担金は前年度と同額とし一般地区資金、１人年額9,460円、特別地区資金、１人7,640
円とした。

3. 地区内会員数は会員減少を踏まえて、上期・下期とも3,100人で予定した。
4. 人頭分担金により年度資金を賄うことが難しいので繰越金により補填をする。

（支　出）
一般地区資金関係
1. 2006-07年度は都市連合会（ＩＭ）を休止するため予算を計上しない。
2. 2006-07年度は地区指導者育成セミナーを開催するため、予算を計上した。
3. ガバナー会の負担金が2005-06年度より下期分だけ15円（平和奨学生支援金）増額となったため予算
を計上した。

4. 2005-06年度にロータリー情報センターが設立され負担金が生じる予定であったが、ガバナー会の負
担金で賄われるため予算に計上しない。

5. その他、基本的に前年度予算を踏襲した。

特別地区資金関係
1. 2006-07年度はＧＳＥ受入と派遣の準備年度となるため、地区ＧＳＥ事業費を前年度より増額した。
2. 2007年４月に規定審議会が開催されるため規定審議会代議員費を計上した。
3. その他、基本的に前年度予算を踏襲した。
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(
札
幌
西
) ◎
桃
井
康
夫
（
札
幌
清
田
）
◎
朝
倉
正
人
(
札
幌
東
) ◎
五
十
嵐
桂
一
(
千
歳

)

河
原
文
博
(
伊
達

)
高
橋
保
史
(
室
蘭
北
) ○
服
部
隆
志
(
千
歳

)
八
木
政
明
(
札
幌
北
)

手
塚
貴
志
(
白
老

)
高
橋
宣
充
(
札
幌
清
田
)
浅
野
元
広
(
札
幌
西
)
黒
島
一
生
(
函
館
東
)

長
太
義
雄
(
札
幌
北
)
山
道
裕
子
(札
幌セ
ント
ラル

)
渡
辺
一
郎
(
札
幌

)
秋
庭
富
男
(
札
幌
幌
南
)

地
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
ガ
バ
ナ
ー
指
名
委
員
会

地
区
幹
事

地
区
財
務
委
員
会

地
区
大
会
実
行
委
員
会

オン
・ツ
ー・
ソル
トレ
ーク
シテ
ィ委
員会

意
義
あ
る
業
績
賞
選
考
委
員
会

補
助
金
監
督
委
員
会

第
1グ
ル
ー
プ
澤
田
　

茂
(
留
萌
) 伊
藤
義
郎
(
札
幌

)
伊
藤
義
郎
(
札
幌

)
代
表
幹
事
中
山
裕
視
(札
幌
真
駒
内
)
委
員
長
上
田
正
佳
(札
幌
真
駒
内
)

ホ
ス
ト：
札
幌
真
駒
内
RC

◎
遠
藤
秀
雄
(
登
別
P
G
)

◎
佐
藤
秀
雄
(千
歳
PG
)

◎
八
木
昌
興
(
札
幌
西
)

第
2グ
ル
ー
プ
田
中
良
一
(
赤
平
) 竹
山
涼
一
(
札
幌
南
)
竹
山
涼
一
(
札
幌
南
)

幹
事

黒
田
一
夫
(札
幌
真
駒
内
)

委
員
中
村
孝
一
(札
幌
真
駒
内
)

ホ
ス
ト
RC
会
長
南
部
昭
憲

○
塚
原
房
樹
(札
幌
東
PG
)

遠
藤
秀
雄
(登
別
PG
)

伏
木
忠
了
(
札
幌
西
)

第
3グ
ル
ー
プ
廣
岡
秀
博
(
栗
山
) 大
橋
康
次
(
札
幌
東
)
大
橋
康
次
(
札
幌
東
)

幹
事

森
谷
明
弘
(札
幌
真
駒
内
)

委
員
藤
井
英
勝
(
札
幌
東
)

実
行
委
員
長

金
井
義
司

柏
倉
　

慎
(
札
幌
清
田
)

塚
原
房
樹
(札
幌
東
PG
)

浅
野
元
広
(
札
幌
西
)

第
4グ
ル
ー
プ
矢
橋
温
郎
(札
幌
西
) 富
原
　

薫
(
札
幌

)
富
原
　

薫
(
札
幌

)
幹
事

斎
藤
康
嗣
(札
幌
真
駒
内
)

委
員
菊
地
喜
久
(函
館
五
稜
郭
)

実
行
副
委
員
長
藤
井
久
弥

斎
藤
正
史
(
登
別

)
中
山
裕
視
(札
幌
真
駒
内
)

安
味
和
幸
(札
幌
真
駒
内
)

第
5グ
ル
ー
プ
川
崎
秀
雄
(札
幌
南
) 石
垣
博
美
(札
幌セ
ント
ラル

)
石
垣
博
美
(札
幌セ
ント
ラル

)
幹
事

金
坂
和
正
(札
幌
真
駒
内
)

実
行
副
委
員
長
佐
々
木
 敦

第
6グ
ル
ー
プ
林
　

正
秀
(
余
市
) 伊
藤
長
英
(
苫
小
牧
北
)
伊
藤
長
英
(
苫
小
牧
北
)

幹
事

小
野
寺
鉄
男
(札
幌
真
駒
内
)

幹
　
事

神
谷
英
光

第
7グ
ル
ー
プ
木
村
照
男
(
千
歳
) 森
本
正
夫
(
札
幌
西
北
)
森
本
正
夫
(
札
幌
西
北
)

幹
事

岸
川
博
見
(札
幌
真
駒
内
)

文
献
資
料
室

Ｓ
 Ａ
 Ａ

渡
辺
　

修
第
8グ
ル
ー
プ
中
山
弘
三
郎
(
静
内
) 遠
藤
正
之
(
札
幌
幌
南
)
遠
藤
正
之
(
札
幌
幌
南
)

幹
事

能
戸
　

彰
(函
館
五
稜
郭
)

◎
遠
藤
一
雄
(
札
幌
東
)

会
　
計

金
坂
和
正

第
9グ
ル
ー
プ
及
川
　

力
(室
蘭
北
) 岩
城
秀
晴
(
札
幌
南
)
岩
城
秀
晴
(
札
幌
南
)

板
橋
　

俊
(札
幌
幌
南
)

第
10
グ
ル
ー
プ
加
藤
健
太
郎
(
函
館
) 小
林
　

博
(
札
幌
北
)
小
林
　

博
(
札
幌
北
)

肘
井
博
行
（
札
幌
手
稲
）

第
11
グ
ル
ー
プ
大
場
公
孝
(
上
磯
) 佐
藤
秀
雄
(
千
歳

) ◎
佐
藤
秀
雄
(
千
歳

)

第
12
グ
ル
ー
プ
鈴
木
琢
磨
(
白
老
) 遠
藤
秀
雄
(
登
別

)
遠
藤
秀
雄
(
登
別

)

塚
原
房
樹
(
札
幌
東
)
塚
原
房
樹
(
札
幌
東
)

酒
井
正
人
(函
館
五
稜
郭
)
酒
井
正
人
(函
館
五
稜
郭
)

国
内

委
員

会
(財
)ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学
会

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
委
員
会

Ro
ta
ry
 Ja
pa
n 
W
eb
 (R
JW
)

常
務
理
事
伊
藤
長
英
(苫
小
牧
北
PG
) 地
区
委
員
佐
々
木
　
敦
(札
幌
真
駒
内
) 地
区
委
員
坂
井
　

治
(千
歳
セ
ン
ト
ラ
ル
)

評
議
員
丸
山
淳
士
(札
幌
真
駒
内
)

評
議
員
大
石
春
雄
(札
幌
は
ま
な
す
)

地
区
研
修
リ
ー
ダ
ー

遠
藤
正
之
(
札
幌
幌
南
PG
)

地
区
ガ
バ
ナ
ー

丸
山
淳
士
(
札
幌
真
駒
内
)

地
区
ガ
バ
ナ
ー
･エ
レ
ク
ト

酒
井
正
人
(
函
館
五
稜
郭
)

地
区
チ
ー
ム
研
修
セ
ミ
ナ
ー

会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ
ー

地
区

協
議

会

◎
：
委
  員
  長
　
　
　
　
○
：
副
 委
 員
 長
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2006-2007年度　国際ロータリー第2510地区　クラブ会長・幹事一覧

グ
ル
ー
プ

クラブ名
会　長
幹　事

クラブ事務所　所在地
事 務 所
T E L / F A X

グ
ル
ー
プ

クラブ名
会　長
幹　事

クラブ事務所　所在地
事 務 所
T E L / F A X

1

深 川
寺 岡 義 人
中  公 一郎

074-0003 深川市3条6番7号
プラザホテル板倉内

T(0164)23-2121
F(0164)23-2125

6

小 樽 銭 函
片 見 怜 子
櫻 場 義 春

047-0261 小樽市銭函3丁目298番地
( 医 ) ひまわり会札樽病院内

T(0134)62-4676
F(0134)62-4676

羽 幌
伊 原 重 孝
工 藤 喜 一

078-4108 苫前郡羽幌町南大通2丁目
( 有 ) 大栄印刷内

T(0164)62-3222
F(0164)62-3222

蘭 越
堀川強太郎
佐 藤 義 久

048-1301 磯谷郡蘭越町蘭越町8-2
ふれあいプラザ21内

T(0136)57-5437
F(0136)57-5576

妹 背 牛
渡 辺 俊 和
伊 藤 馨 三

079-0501 雨竜郡妹背牛町364番地21
妹背牛商工会館内

T(0164)32-2025
F(0164)32-2003

余 市
山 本 繁 樹
川 向 基 紀

046-0003 余市郡余市町黒川町3丁目141 T(0135)21-4171
F(0135)21-4172

小 平
東海林孝一郎
空橋　 仁

078-3301 留萌郡小平町字小平町356-2
小平町文化交流センター内

T(0164)56-9500
F(0164)56-9555

7

千 歳
五十嵐　 宏
高橋　 都

066-0036 千歳市北栄2丁目2-1 T(0123)23-4470
F(0123)23-4600千歳全日空ホテル3階

留 萌
中 川 勝 美
対 馬 健 一

077-0044 留萌市錦町1丁目
留萌産業会館内

T(0164)42-2058
F(0164)42-9000

千 歳
セントラル

斉 藤 博 司
井 上 英 幸

066-8520 千歳市本町4丁目4 T(0123)26-5788
F(0123)26-5788ホテル日航千歳1階

2

赤 平
渡 部 芳 己
村田　 武

079-1136 赤平市本町2丁目1-15
エルムパートナーズ会計事務所3階

T(0125)32-3988
F(0125)32-3988

恵 庭
舘 内 辰 男
斉 藤 茂 生

061-1441 恵庭市住吉町2丁目3-21
弘中税理士事務所2階

T(0123)32-2388
F(0123)32-6066

芦 別
道 島 尚 光
早坂　 勝

075-0031 芦別市南1条東1丁目11番地
芦別商工会議所内

T(0124)22-3444
F(0124)22-2345

北 広 島
菊 池 重 敏
瀬 川 五 水

061-1134 北広島市広葉町5丁目6-8 T(011)373-8892
F(011)373-8892

砂 川
内野　 司
伊 藤 徳 博

073-0152 砂川市東2条北3丁目1-1
砂川パークホテル内

T(0125)52-3989
F(0125)54-2028

長 沼
政 角 勝 雄
辻野つね子

069-1343 夕張郡長沼町旭町南1丁目1-2
KS インターナショナル内

T(0123)88-0801
F(0123)88-0801

滝 川
石 黒 安 雅
高 山 訓 正

073-0032 滝川市明神町2丁目2-16
ホテルスエヒロ7階

T(0125)22-3344
F(0125)24-2755

由 仁
高 山 宏 道
吉 田 弘 幸

069-1203 夕張郡由仁町東栄78
( 株 ) 後藤組内

T(0123)83-2634
F(0123)83-2564

3

美 唄
北 野 保 孝
山田　 進

072-0025 美唄市西2条南2丁目2-3
美唄ホテルスエヒロ内

T(0126)62-2501
F(0126)63-4942

8

え り も
牧 野 康 則
荒 木 義 広

058-0204 幌泉郡えりも町字本町170-1
日高信用金庫えりも支店内

T(01466)2-2311
F(01466)2-2314

江 別
郷　 和平
清 水 基 陽

067-0074 江別市高砂町10番地15 T(011)382-0939
F(011)382-0936

三 石
石 垣 文 雄
志田　 力

059-3108 日高郡新ひだか町三石本町178 T(0146)33-2226
F(0146)32-3432

江 別 西
増山　 柳
大 森 和 子

069-0812 江別市幸町10番地7 T(011)382-0081
F(011)382-0081

様 似
島 田 一 省
小嶋　 仁

058-0014 様似郡様似町大通2丁目35-2
日高信用金庫大通支店内

T(0146)36-2341
F(0146)36-4584

岩 見 沢
田苅子敬夫
林　 秀徳

068-0004 岩見沢市4条東1丁目6-1
三井グリーンランドホテルサンプラザ4階

T(0126)24-0700
F(0126)24-0020

静 内
高田　 達
福 原 義 晃

056-0018 日高郡新ひだか町静内吉野町3丁目1-1
静内ウエリントンホテル内

T(0146)43-2481
F(0146)43-2495

岩 見 沢 東
渡辺　 劯
勝 田 秀 樹

068-0006 岩見沢市6条東1丁目1
平安ビル2階

T(0126)23-0945
F(0126)23-0945

浦 河
大 針 道 生
髙 橋 清 孝

057-0013 浦河郡浦河町大通3丁目40-1
浦河ウエリントンホテル内

T(0146)22-8888
F(0146)22-8525

栗 沢
岩田　 隆
石 川 哲 博

068-0127 岩見沢市栗沢町本町11番地
栗沢町商工会館内

T(0126)45-2002
F(0126)45-4655

9

伊 達
中嶋　 康
伊 藤 金 藏

052-0021 伊達市末永町33-3
ホテルローヤル内

T(0142)23-0512
F(0142)23-0516

栗 山
小寺　 進
小島　 茂

069-1511 夕張郡栗山町中央2丁目1番地
カルチャープラザ Eki 内

T(0123)72-1278
F(0123)72-4001

室 蘭
内山　 博
国 田 雅 弘

051-0022 室蘭市海岸町2-3-2
室蘭産業会館4階

T(0143)22-7545
F(0143)22-7545

当 別
見上喜久雄
松田　 進

061-0223 石狩郡当別町弥生1091
( 株 ) 田西会館内

T(0133)22-0575
F(0133)22-0575

室 蘭 東
寄 木 清 二
板東　 晃

050-0073 室蘭市宮の森町1丁目1-64
中島神社蓬 殿内

T(0143)44-3338
F(0143)43-7400

4

札 幌
杉野目　 浩
相 茶 俊 介

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)222-2744

室 蘭 北
廣瀬　 禎
阿 部 貫 次

050-0074 室蘭市中島町2丁目28-6
ホテル・サンルート室蘭内

T(0143)45-6569
F(0143)45-6569

札 幌
あ け ぼ の

小 林 和 明
久住　 博

063-0052 札幌市西区宮の沢2条3丁目10-3 T(011)671-6589
F(011)671-6590

登 別
山 口 賢 治
鈴 木 高 士

059-8691 登別市中央町5丁目6-1
登別市商工会議所会館内

T(0143)85-2428
F(0143)85-2428

札 幌
は ま な す

玉 造 啓 子
浅井　 言

001-0908 札幌市北区新琴似8条1丁目1-45
坂田ビル3階

T(011)736-6616
F(011)736-8322

洞 爺 湖
秋 田 昌 昭
吉田　 聡

049-5721 虻田郡洞爺湖町洞爺湖温泉54
秋田ビル2階

T(0142)75-3345
F(0142)75-2430

札 幌 北
大田すみ子
竹原　 巖

060-0807 札幌市北区北7条西5丁目6
ストークマンション札幌906

T(011)700-4511
F(011)700-4512

10

函 館
小 林 敏 夫
坂 本 修 康

040-0064 函館市大手町5番10号
ニチロビル4階

T(0138)23-3870
F(0138)22-2251

札 幌
モーニング

藤 森 敏 昭
吉 田 義 一

060-0005 札幌市中央区北5条西6丁目
第1道通ビル1階

T(011)242-3360
F(011)219-1308

函 館 亀 田
稲 葉 直 房
豊 田 千 春

040-0064 函館市大手町5番10号
ニチロビル4階

T(0138)23-3870
F(0138)22-2251

札 幌 西
佐 藤 裕 一
大 越 克 巳

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)222-2744

森
近 藤 宣 明
堀尾　 功

049-2325 茅部郡森町字本町6-22
森商工会議所内

T(01374)2-2432
F(01374)2-2684

札 幌 西 北
中 嶋 成 実
穴 倉 廸 彌

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)222-2744

七 飯
伊 藤 一 彦
菅原　 昭

041-1111 亀田郡七飯町本町341
セブンイレブン渡島七飯店内

T(0138)65-2136
F(0138)65-9106

札 幌 手 稲
福 井 敬 悟
酒 井 孝 夫

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)231-6724

長 万 部
角 健
井 上 正 範

049-3521 山越郡長万部町本町
長万部商工会館内

T(01377)2-2270
F(01377)2-5257

5

札 幌 東
奥 貫 一 之
志々見陽一

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)222-2744

函 館
セントラル

坂 下 賢 二
野崎　 均

040-0064 函館市大手町5番10号
ニチロビル4階

T(0138)23-3870
F(0138)22-2251

札 幌 清 田
江口　 洸
桃 井 康 夫

060-0004 札幌市中央区北4条西15丁目1-14
コアレックスビル５階

T(011)632-5303
F(011)632-5308

11

江 差
松 原 富 郎
松 本 洋 介

043-0044 檜山郡江差町字橋本町100
レストラン津花館内

T(0139)52-5151
F(0139)52-5151

札 幌 幌 南
和 田 壬 三
戸 井 敏 夫

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)222-2744

函 館
五 稜 郭

薮下　 明
後平幸太郎

040-0064 函館市大手町5番10号
ニチロビル4階

T(0138)23-3870
F(0138)22-2251

札 幌
真 駒 内

南 部 昭 憲
山 口 洋 司

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)222-2744

函 館 東
今 井 義 憲
田中　 治

040-0064 函館市大手町5番10号
ニチロビル4階

T(0138)23-3870
F(0138)22-2251

札 幌 南
朝 妻 邦 雄
平　 昌夫

060-0002 札幌市中央区北2条西4丁目
北海道ビル902

T(011)231-1297
F(011)222-2744

函 館 北
柴崎　 晃
山 下 清 司

040-0064 函館市大手町5番10号
ニチロビル4階

T(0138)23-3870
F(0138)22-2251

札 幌
大 通 公 園

藤 田 征 二
佐 藤 文 彦

062-0931 札幌市豊平区平岸1条18丁目1-6
ルワズイール天神山1階

T(011)811-5160
F(011)811-5160

上 磯
光 銭 健 三
渡邉　 景

049-0111 北斗市七重浜8-4-1
函館スパビーチ内

T(0138)49-4411
F(0138)49-2288

札 幌
セントラル

小 坂 祥 司
東　ミツヱ

060-0062 札幌市中央区南2条西10丁目5-1
ジムテル210ビル449

T(011)272-2390
F(011)533-1306

松 前
長 岡 武 久
伊 藤 幸 司

049-1512 松前郡松前町字福山121
伊藤幸司様方

T(01394)2-2201
F(01394)2-2747

新 札 幌
福 士 恭 次
山岡　 誠

004-0052 札幌市厚別区厚別中央2条5丁目4-35
新札幌駅前ハイツ202号

T(011)801-1311
F(011)801-1312

12

白 老
手 塚 貴 志
山手　 康

059-0902 白老郡白老町若草町2丁目3-1
白老観光センター内

T(0144)85-2736
F(0144)85-2988

6

岩 内
野 澤 幸 平
千 葉 正 憲

045-0013 岩内郡岩内町高台117-1
岩内高台郵便局内 千葉正憲様方

T(0135)62-3598
F(0135)62-3727

苫 小 牧
阿 部 喜 朗
佐 藤 俊 生

053-0022 苫小牧市表町1丁目1-13
苫小牧経済センタービル6階

T(0144)36-2688
F(0144)33-3159

倶 知 安
高 橋 秀 樹
西 勝 照 平

044-0033 虻田郡倶知安町南3条西2丁目
ホテル第一会館内

T(0136)22-1158
F(0136)23-2258

苫 小 牧 東
小 林 忠 男
古宇田  渉

053-0006 苫小牧市新中野町3丁目1-12
川端ビル内

T(0144)35-3344
F(0144)33-7744

小 樽
三 山 雄 弘
中野　 豊

047-0032 小樽市稲穂1丁目4-1
小樽グランドホテル内

T(0134)25-1515
F(0134)23-4196

苫 小 牧 北
岡 田 秀 樹
朝 倉 瑞 昌

053-0006 苫小牧市新中野町3丁目1-12
川端ビル内

T(0144)33-0112
F(0144)33-7744

小 樽 南
浅 原 健 藏
柴 田 達 朗

047-0032 小樽市稲穂1丁目4-1
小樽グランドホテル内

T(0134)25-1515
F(0134)23-4196

（敬称略）
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2006-2007年度　ロータリー定期報告関係一覧

報　告　事　項 報告書式・方法およびその時期 報　告　先

＊半期報告 書類はＲＩ日本事務局から直接次期幹事へ送付されます。
ａ . 半期報告　　ｂ . 会員リスト
2006年7月1日、2007年1月1日付で送付して下さい

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

国際ロータリー取扱分・
送金明細書

( 人頭分担金・比例人頭
分担金・資料代 )

人頭分担金・資料代： 2006年  7月1日付で作成
（半期報告書） 2007年  1月1日付で作成
比例人頭分担金・資料代：2006年10月1日付で作成
（四半期報告書） 2007年  4月1日付で作成

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

＊新会員の報告 書式見本は ｢幹事要覧 (P.37)｣ に掲載
新会員入会の都度報告します。用紙は、ＲＩ日本事務局から無料
で入手できます。

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

＊会員退会届け 書式見本は ｢幹事要覧 (P.37)｣ に掲載
会員が退会した時に報告します。用紙はＲＩ日本事務局から無料
で入手できます。

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

＊会員の情報変更 書式見本は ｢幹事要覧 (P.37)｣ に掲載
会員の記載事項が変更になった時報告します。用紙はＲＩ日本事
務局から無料で入手できます。

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

月次出席報告 毎月、最終例会終了後15日以内に報告して下さい。
書式は「会員数および出席報告」をコピーしてご使用下さい。

ガバナー事務所

＊役員または
例会情報の変更

クラブ会長、幹事の氏名及び住所並びに例会場･例会時刻等の変更
があった場合、直ちに報告が必要です。
グループ担当ガバナー補佐へのご連絡もお願い致します。

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所
写：グループ内クラブ
写：担当ガバナー補佐

＊公式名簿記載資料 ＲＩから次年度クラブ役員の公式名簿記載資料が、10～11月頃送
付されます。次年度クラブ役員をもれなく記載し12月末迄に各々
ご送付下さい。

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所
写： ガバナー・エレクト
事務所

地区大会
選挙人指名 ､信任状証明書

信任状委員会が発行する信任状に記載します。
信任状は選挙人が地区大会に持参することになります。

地区大会信任状委員会

ＲＩ国際大会
代議員の選任､委任状による
代理者の指定､信任状

ＲＩから信任状が送付されてきます。
会員数、代議員数、代議員の選定日を記入し会長、幹事の署名を
します。代議員に関してはクラブで代議員を定めるか、慣例的に
代理者をガバナー・エレクトに指定することが多くなっています。

国際大会信任状委員会

ロータリー財団 寄付を実践した場合、「ロータリー財団への寄付・送金明細書」に
記入し提出して下さい。
寄付金の振込口座は各々の送金明細書をご覧下さい。

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

米山記念奨学会 寄付を実践した場合、各クラブへ送付されている振込用紙に記入
し提出して下さい。
寄付金の振込口座は各々の送金明細書をご覧下さい。

( 財 ) 米山記念奨学会
写：ガバナー事務所

＊印の報告書はＲＩウェブサイト（www.rotary.org）の ｢ロータリー･ビジネス･ポータル ｣を通じて行えます。
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2006-2007年度　ロータリー定期報告先所在地・連絡先と送金の振込口座一覧

名　　称 所　在　地 TEL FAX 送金の目的・種別 銀行振込口座

国際ロータリー

Rotary International
One Rotary Center
1560 Sherman Avenue
Evanston, Illinois
60201 U.S.A.

1-847-866-3000 
1-847-328-8554

または
1-847-328-8281

特記事項

1. ロータリーレートは RI より連絡があります。
　 円に換算時の端数は送金合計金額で切り上げて処理して下
さい。

2. 振込手数料は各クラブでご負担をお願い致します。

3. 送金期限を厳守願います。ロータリー財団

The Rotary Foundation
One Rotary Center
1560 Sherman Avenue 
Evanston, Illinois
60201-3698 U.S.A.

寄付増進関係
1-847-866-3222

人道的プログラム
1-847-866-3304

1-847-328-5260

1-847-866-1894

国際ロータリー
日本事務局

〒115-0045
東京都北区赤羽2-51-3

NS3ビル1階

奉仕室
03-3903-3161

財団室
03-3903-3192

経理室
03-3903-3183

資料室
03-3903-3194

03-3903-3781
( 各室共通 )

国際ロータリーへの振込
（ 人頭分担金・比例人頭分担
金・資料代・ＷＣＳ等）

三井住友銀行　新宿通支店
普通預金6733244
国際ロータリー日本事務局
事務局長　大島四郎

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
寄
付

税制上の優遇措置扱い分
（ 20万円以上の教育的分
野への寄付、恒久基金
と年次プログラム基金
の区別は問わない）

三井住友銀行　本店営業部
普通預金8719834
国際ロータリー日本事務局
日本ロータリー奨学金委員会
所長　大島四郎

個人又は法人が10万円以
上20万円未満の年次寄付
をする場合

三菱東京UFJ 銀行
赤羽駅前支店

普通預金1568210
特定非営利活動法人
ロータリー日本財団
理事長　岩井 敏

クラブ寄付 ､ポリオ・プ
ラス、税制上の優遇措置
を受けない恒久基金、10
万円未満の年次寄付など

三井住友銀行　本店営業部
普通預金0968049
国際ロータリー日本事務局
事務局長　大島四郎

三菱東京UFJ 銀行　本店

米 ド ル 建 の 振込

三井住友銀行　新宿通支店
普通預金0100707
国際ロータリー日本事務局
事務局長　大島四郎

第2510地区
ガバナー事務所

〒060-0042
札幌市中央区大通西11丁目

大通藤井ビル3階
011-207-2510 011-207-2512

一 般 地 区 資 金
特 別 地 区 資 金
ガ バ ナ ー 月信購読料

北洋銀行　札幌西支店
普通預金 4431302
国際ロータリー第2510地区
財務委員長　上田正佳

ロータリーの友事務所
〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15

黒龍芝公園ビル4階
03-3436-6651 03-3436-5956 ロ ー タリーの友購読料

三井住友銀行　浜松町支店
普通預金6326314
ロータリーの友事務所

(財 ) ロータリー米山
記念奨学会

〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15

黒龍芝公園ビル3階
03-3434-8681 03-3578-8281

普 通 寄 付
特 別 寄 付

三井住友銀行　京橋支店
普通預金0920373
( 財 ) ロータリー米山記念奨学会
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2006-2007年度　地区カレンダー（予定表）

年 ロータリー
月間強調事項 月 日 ( 曜日 ) 地区の行事 日 ( 曜日 ) 国内行事・国際行事 グループ内の行事

ＩＭ、クラブ周年行事

7

各クラブ半期報告 ､人頭分担金送金
07-08青少年交換長期派遣候補学生選考試験

05-06青少年交換長期派遣生帰国
06-07青少年交換長期派遣生出発

1( 土 ) 第1回ガバナー会
ガバナー・元・次期ガバナー懇
談会
ロータリーの友委員会

会員増強
および拡大月

8

インターアクト海外研修
06-07アメリカ・カナダ・フィンランド

受入学生来日

地区会員増強会議

6( 日 )

30( 水）

ロータリー財団地域セミナー(東京)

米山記念奨学会、理事会・評議員会
新世代
のための月間 9

1(金 )～2(土 )

15( 金 )

地区親睦野球大会 ( 新ひだか町 )
07-08派遣GSEチームメンバー募集開始
地区大会記念ゴルフ大会

17(日 )～18(月 )

27( 水 )

ロータリーの友委員会 ( 予定 )
第1回ガバナー・エレクト研修セミナー

第12グループ IM予定

妹背牛RC40周年記念式典
職業奉仕月間
米山月間

10
9( 月 )

14(土 )～15(日 )
地区大会記念囲碁大会
地区年次大会 ( 札幌市民会館他 )

07-08国際親善奨学生オリエンテーション

5( 木 )

26( 木 )

第7グループ IM予定

室蘭RC70周年記念式典

ロータリー
財団月間

世界インター
アクト週間
(11/5を含む1
週間 )

11

07-08派遣GSEチームメンバー選考試験
ローターアクト北海道交流会

( ホスト：第2500地区 )

青少年交換短期派遣生募集開始 23(木 )～24(金 )

25(土 )～26(日 )

ROTARY-NO-TOMO発行
ロータリーの友委員会 ( 予定 )

ロータリー財団地域セミナー
第2回ガバナー・エレクト研修セミナー
第2回ガバナー会
ロータリー研究会 ( 岡山 )

ロータリー
家族月間 12

３( 日 )
19( 火 )

上磯RC10周年記念式典
室蘭北RC35周年記念式典

ロータリー
理解推進月間

1

各クラブ半期報告 ､人頭分担金送金
ガバナー補佐会議
青少年交換短期派遣生選考試験

2007学年度米山奨学生選考試験 28(日 )～2/4(日 ) 国際協議会(米国・サンディエゴ)
世界理解月間

ロータリー創
立記念日 ､ 世
界理解と平和
の日 (2/23)

2

25( 日 )

08-09国際親善奨学生応募開始
サッポロ・インターナショナルナイト参加

(青少年交換 )
札幌スキー･マラソン ( 新世代他）

地区チーム研修セミナー（札幌市）
2007年3月終了米山奨学生歓送会

10( 土 )
24(土 )～25(日 ) 全国ローターアクト研修会

第6グループ IM予定
第9グループ IM予定

第8グループ IM予定

識字率向上月間
世界ローター
アクト週間
(3/13を含む
1週間 )

3

17(土 )～18(日 )

07-08国際親善奨学生オリエンテー
ション
地区Ｒ財団セミナー、地区米山セミナー

( 予定 )
会長エレクト研修セミナー ( 函館市 )

ロータリーの友委員会 ( 予定 )

ロータリー
雑誌月間

4

8( 日 ) 地区協議会 ( 函館市 )
08-09国際親善奨学生応募締切り
青少年交換長期派遣生募集開始
財団学友帰国報告会
新規米山奨学生オリエンテーション・

カウンセラー研修会

19( 木 )
22(日 )～28(土 )
27( 金 )

ROTARY-NO-TOMO発行
第3700地区 ( 韓国 ) 地区大会

規定審議会 ( 米国・シカゴ )

岩内RC45周年記念式典

札幌西北RC30周年記念式典

江別西RC15周年記念式典

5
米山学友家族懇親会

19( 土 )
第1グループ IM予定
長沼町国際交流フェスティバル

ＲＩ国際大会
ロータリー
親睦活動月間 6

08-09国際親善奨学生選考試験
ローターアクト地区年次大会
インターアクト地区年次大会
新旧ガバナー補佐会議
新旧地区委員長・ガバナー補佐合同会議

９( 土 )
17(日 )～20(水 ) 国際大会(米国・ソルトレークシティ)

米山記念奨学会、理事会・評議員会

苫小牧RC50周年記念式典

9 丸山年度地区要覧発行
＊特記事項および注記　　地区内クラブの周年記念行事等の日程は担当ガバナー補佐を通じて、早めにガバナー事務所までご連絡下さい。

２

０

０

６

（

平

成

18

年

）

２

０

０

７

（

平

成

19

年

）

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
7
月
〜
10
月
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2006-2007年度　ガバナー事務所スタッフと担当

地区代表幹事 中　山　裕　視
【担当委員会・担当部門】

ガバナー諮問委員会、ガバナー補佐
関係、地区大会、公式訪問、オン・
ツー･ソルトレークシティ委員会、地
区チーム研修セミナー、ＰＥＴＳ

地区幹事 黒　田　一　夫
【担当委員会・担当部門】

拡大委員会、会員増強委員会、クラブ
奉仕委員会、職業奉仕委員会、社会奉
仕委員会、補助金委員会、地区大会、
地区チーム研修セミナー、ＰＥＴＳ

地区幹事 森　谷　明　弘
【担当委員会・担当部門】

ロータリー財団委員会、財団学友委
員会、米山記念奨学委員会、米山学
友委員会、地区大会、公式訪問、地
区チーム研修セミナー、ＰＥＴＳ

地区幹事 斎　藤　康　嗣
【担当委員会・担当部門】

ＩＣ委員会、地区文献資料室、地区
大会、公式訪問、ガバナー月信、地
区チーム研修セミナー、ＰＥＴＳ

地区幹事 金　坂　和　正
【担当委員会・担当部門】

ＧＳＥ委員会、 国際親善奨学金委員
会、地区大会、地区チーム研修セミ
ナー、ＰＥＴＳ

地区幹事 小野寺　鉄　男
【担当委員会・担当部門】

国際奉仕委員会、 世界社会奉仕委員
会、国際友好委員会、地区大会、ガ
バナー月信、地区チーム研修セミ
ナー、ＰＥＴＳ

地区幹事 岸　川　博　見
【担当委員会・担当部門】

新世代委員会、 青少年交換委員会、
ローターアクト委員会、インターア
クト委員会、地区大会、地区チーム
研修セミナー、ＰＥＴＳ

地区幹事 能　戸　　　彰
【担当委員会・担当部門】

2007-2008年度関係事項

地区財務委員長 上　田　正　佳
【担当委員会・担当部門】

地区予算

地区財務委員
（会計）中　村　孝　一

【担当委員会・担当部門】

地区会計

地区財務委員 菊　地　喜　久
【担当委員会・担当部門】

2007-2008年度関係地区予算

ロータリーの友
地区委員 佐々木　　　敦

【担当委員会・担当部門】

ロータリーの友
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ガバナー事務所からお願い

１．クラブの出席報告について
毎月の最終例会から15日以内にガバナー事務所へ提出するようにお願い致します。
（FAX、メールもしくは電話可）

２．変更等のご報告について
新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場合、
所定の手続きによりご報告下さい。
新しく会員が入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日をお知らせ下さい。
また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、ロータリー歴、写真を同封の上、至急ご報告をお願
い致します。

３．クラブの移動例会等について
地区内他クラブに周知して頂くため、変更日の50日前までにご連絡下さい。

４．各月ごとのクラブ会報について
当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。

５．ガバナー月信への原稿寄稿について
特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、400字前後に写真1～2枚をご同封願えればと考えてい
ます。原稿締切り日は毎月10日です。（メールでも可）

2006年7月　国際ロータリー為替レート
米貨1ドル当たり＝110円

例会曜日・例会時間変更等について
岩見沢東 RC：メールアドレスが変更になりましたのでお知らせ致します。
E-mail：e-iwamizawa-rc@m2.dion.ne.jp

ガバナー事務所：〒060‐0042

札幌市中央区大通西11丁目4　大通藤井ビル3階

電話 (011)207-2510

FAX (011)207-2512

E-mail：rid2510@nifty.com

執務時間：10:00～17:00（土・日・祝祭日休み）

※ガバナーエレクト年度の住所・電話・FAX から変更になっております。






